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八女市合併10周年記念式典
農地利用最適化推進委員を募集
軽自動車税 種別割の課税について

咲
き
誇
る
白
梅
、

　
　
　
　
光
輝
く
竹
灯
籠

　夢たちばな観梅会が2月15日㈯から23日㈷までの間、立花
町の谷川梅林一帯で行われました。散策道沿いの梅花は満開で、
可憐にほころんでいました。ワインセラー内のイベント「竹あかり
幻想の世界｣ では多くの人の手によって生み出された竹燈籠がセ
ラー内を幻想的に照らし出し、優しい光が来場者を魅了していまし
た。そのほか、ステージイベントや琴の演奏会などが催されました。

咲
き
誇
る
白
梅
、

　
　
　
　
光
輝
く
竹
灯
籠
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八
女
市
合
併
10
周
年
記
念
式

典
が
2
月
1
日
㈯
、
お
り
な
す

八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
約

７
０
０
人
が
出
席
し
、
八
女
市

と
し
て
の
10
年
の
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

式
典
で
三
田
村
市
長
は
「
市

民
生
活
の
向
上
と
各
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
一
歩
ず
つ
着
実
に

進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

順
風
満
帆
で
は
な
く
、
平
成
24

年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害

は
、
尊
い
人
命
を
奪
う
な
ど
市

内
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

懸
命
な
努
力
と
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
支
援
の
お
か
げ
で
、
昨

年
度
に
よ
う
や
く
復
興
を
宣
言

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

の
時
の
絆
と
ご
恩
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
今
後
も『
ふ
る
さ
と
の

恵
み
を
生
か
し
安
心
し
て
心
ゆ

た
か
に
暮
ら
せ
る
交
流
都
市
八

女
』を
念
頭
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
思
い
を
一
つ
に
し
て
、
引
き
続

き
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

式
典
は
八
女
学
院
中
学･

高

等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
盛
大

な
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

り
、
来
賓
挨
拶
や
大
阪
府
高
槻

市
と
の
市
長
対
談
（
次
ペ
ー
ジ
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
八
女
ジ
ュ

ニ
ア
合
唱
団
が
合
唱
を
4
曲
披

露
。
会
場
は
透
き
通
っ
た
優
し

い
歌
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

地
元
出
身
の
作
家
五
木
寛
之

さ
ん
や
安
部
龍
太
郎
さ
ん
、
俳

優
の
黒
木
瞳
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
、
式
典
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
10
年
を
振
り
返
り
、

新
た
な
一歩
を
踏
み
出
す

八
女
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典

八女市と高槻市との歩み

八女市長と高槻市長との対談

１. 八女学院中学･高等学校吹奏楽部による
演奏　2. 八女ジュニア合唱団による合唱　
3. 会場の様子

１

3

2
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式辞を述べる三田村市長
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濱
田
　
か
つ
て
は
磐
井
の
乱
で
対
峙

し
た
が
、
記
念
事
業
に
出
席
い
た
だ

き
１
５
０
０
年
ぶ
り
の
歴
史
的

な
和
解
が
で
き
た
。
高
槻
市
は

京
都
と
大
阪
の
ち
ょ
う
ど
真
ん

中
に
位
置
し
、
交
通
利
便
性
の

高
い
ま
ち
。
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
の

印
象
が
強
い
が
、
今い
ま

城し
ろ

塚づ
か
古こ

墳ふ
ん

等
の
歴
史
遺
産
が
多
く
あ
る
た

め
、
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
八

女
市
は
、
な
ん
で
も
あ
る
と
い

う
印
象
。
訪
問
し
た
際
、
農
産

物
、
歴
史
、
文
化
芸
術
、
工
芸
、

ど
れ
も
盛
ん
な
ま
ち
で
感
動
し

た
。
資
源
活
用
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

三
田
村
　
こ
れ
か
ら
大
事
な
の

は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
持
つ

悩
み
や
メ
リ
ッ
ト
を
交
流
す
る

こ
と
で
補
い
合
い
、
支
え
合
う

こ
と
。
近
隣
の
都
市
や
交
流
都

市
と
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
、
人

的
交
流
を
行
い
、
プ
ラ
ス
に
な
る
こ

と
は
活
用
し
て
い
き
た
い
。
高
槻
市

と
は
歴
史
文
化
、
観
光
、
災
害
時

の
相
互
支
援
の
3
つ
の
テ
ー
マ
で
協

定
を
結
び
、
交
流
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。
特
に
共
通
し
た
課
題
で

あ
る
災
害
の
相
互
支
援
に
つ
い
て
は

大
き
な
災
害
に
遭
遇
し
て
い
る
市
と

し
て
、
お
互
い
に
何
か
あ
っ
た
と
き

は
協
力
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら

は
他
の
市
町
村
と
の
交
流
を
通
じ

て
の
助
け
合
い
が
必
要
と
な
る
。
高

槻
市
か
ら
い
ろ
ん
な
面
で
学
び
な
が

ら
、
両
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

濱
田
　
八
女
市
と
は
歴
史
的
な
縁

が
深
い
。
豊
富
な
資
源
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に

い
ろ
い
ろ
な
手
法
で
発
信
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。
歴

史
分
野
の
研
究
で
も
連
携
で

き
、
市
民
間
の
交
流
も
可
能
に

な
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
連
携
が
で

き
る
こ
と
も
心
強
く
思
う
。
一

昨
年
、
大
阪
府
北
部
地
震
で
は

大
阪
府
で
初
め
て
震
度
6
を
観

測
し
、
高
槻
市
が
震
源
に
な
っ

た
。
そ
の
時
に
、
協
定
を
結
ん

だ
自
治
体
間
の
水
平
連
携
が
非

常
に
円
滑
に
進
ん
だ
の
を
感
じ

た
。
支
援
物
資
や
職
員
派
遣

は
通
常
は
都
道
府
県
を
通
じ
て

行
わ
れ
る
が
、
被
害
の
状
況
に

合
わ
せ
て
公
平
に
行
わ
れ
る
た

め
若
干
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
。

今
日
必
要
な
も
の
が
明
日
必
要

で
は
な
く
な
る
な
ど
、
刻
一
刻

と
状
況
が
変
わ
る
中
で
、
よ
り

迅
速
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
水
平
連

携
は
、
非
常
に
重
要
。
お
互
い
に
災

害
を
経
験
し
て
い
る
た
め
、
対
応
に

つ
い
て
は
高
い
ス
キ
ル
を
得
て
い
る
。

締
結
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

　
2
月
1
日
㈯
、
八
女
市
は
大
阪
府
高
槻
市

と
包
括
連
携
協
定
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

両
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
今
後
は
、
歴
史

文
化
・
観
光
振
興
・
災
害
時
相
互
応
援
等
の
分

野
で
両
市
の
連
携
を
進
め
ま
す
。

　
高
槻
市
と
は
、
歴
史
の
糸
で
つ
な
が
れ
て
い

ま
す
。
岩
戸
山
古
墳
を
築
造
し
た
と
さ
れ
る

「
筑つ
く
し
の
き
み
い
わ
い

紫
君
磐
井
」
と
、
高
槻
市
の
今
城
塚
古
墳

に
埋
葬
さ
れ
た
「
継け
い

体た
い

大だ
い

王お
う
」。
両
雄
は
西
暦

５
２
７
年
に
「
磐
井
の
乱
」
に
て
対
峙
し
、
磐

井
率
い
る
北
部
九
州
連
合
軍
の
敗
北
に
よ
り
戦

い
の
幕
を
閉
じ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
代
で
は
災
害
に
関
し
て
、
八
女
市
は
平
成

24
年
の
「
九
州
北
部
豪
雨
」、
高
槻
市
は
平
成

30
年
の
「
大
阪
府
北
部
地
震
」
を
は
じ
め
、
度

重
な
る
自
然
災
害
で
被
災
し
ま
し
た
。
両
市
は

と
も
に
全
国
各
地
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
災
害

時
に
お
け
る
各
種
団
体
・
機
関
と
の
連
携
協
力

体
制
の
必
要
性
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
平
成
28
年
に
開
催
さ
れ
た
高
槻
市

立
今
城
塚
古
代
歴
史
館
の
開
館
５
周
年
記
念

式
典
に
八
女
市
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
１

５
０
０
年
ぶ
り
に
歴
史
的
和
解
を
し
た
こ
と
が

今
回
の
協
定
締
結
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

◦人口：351,550人
（令和元年11月時点）
◦総面積：105.29㎢
◦特産品：地酒・ト
マト・しろうりなど
◦観光地：安満遺
跡公園・高槻城跡・

摂津峡・
いましろ
大王の杜
など

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
に
た
ん

高槻市 DATA

―
高
槻
市
に
つ
い
て
。
八
女
市
の

印
象
は

―
今
後
の
高
槻
市
と
の
交
流

に
つ
い
て

―
今
後
の
八
女
市
と
の
交
流
連
携

に
つ
い
て

八女市と高槻市との歩み

八女市長と高槻市長との対談

10th
Anniversary

10th
Anniversary

大
阪
府
高
槻
市
と

  
包
括
連
携
協
定
締
結

両
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

八女市長 三田村統之  ×  高槻市長 濱田剛史
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人
生
を
よ
り
一
層
楽
し
む
た
め

に
農
業
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
農

業
に
興
味
が
あ
る
人
に
農
業
・
農

村
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
、
農
作
物
作
り
に
も
役
立
つ
知

識
等
を
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
に

『
今
こ
そ
農
業
塾
』を
開
講
し
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
「
何
か
ら
始
め
れ

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」、「
病
害

虫
が
出
た
け
ど
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
」
と
い
っ
た
疑
問
や
不
安
に
Ｊ
Ａ

が
お
答
え
し
ま
す
。

◦
受
講
資
格
＝
原
則
と
し
て
Ｊ
Ａ

ふ
く
お
か
八
女
管
内
（
八
女
市
・

筑
後
市
・
広
川
町
）
に
お
住
ま
い

の
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
農
業
基

礎
知
識
の
習
得
に
意
欲
の
あ
る
人

◦
開
催
期
間
＝
４
月
11
日
㈯
～
11

月
７
日
㈯
ま
で
の
全
11
講
座

※
講
座
は
土
曜
日
の
９
時
～
12
時

（
月
に
１
～
２
講
座
）

◦
開
催
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
（
八
女
市

平
田
）

◦
定
員
＝
30
人
程
度
（
先
着
）

◦
受
講
料
＝
１
３
０
０
０
円
（
税

込
）

※
資
料
・
資
材
代
含
む

※
受
講
料
に
つ
い
て
は
、
第
１
回

目
の
講
座
時
に
徴
収
し
ま
す
。
途

中
で
受
講
を
中
止
さ
れ
る
場
合
で

も
受
講
料
は
返
金
し
ま
せ
ん
。

◦
主
な
受
講
内
容
＝

【
野
菜
】
野
菜
栽
培
の
土
づ
く
り
か

ら
収
穫
ま
で
の
作
業
内
容
の
講
習

と
現
地
実
習

【
果
樹
】
果
樹
栽
培
の
基
礎
全
般

の
講
習
・
現
地
視
察

【
花
き
】
花
き
栽
培
の
基
礎
全
般

の
講
習
・
現
地
視
察

【
茶
】
八
女
茶
の
概
要
と
茶
栽
培

管
理
お
よ
び
お
い
し
い
お
茶
の
入

れ
方
講
座

【
水
稲
】
水
稲
栽
培
の
講
習
と
お
い

し
い
炊
き
方
実
演
会

◦
講
師
＝
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
お
よ

び
農
業
生
産
資
材
担
当
職
員

◦
応
募
期
間
＝
３
月
２
日
㈪
～
３

月
19
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く

お
か
八
女
農
業
振
興
課 

担
当
原
さ

ん
、近
本
さ
ん
（
☎
２
３・１
３
７
８
）

平
日
８
時
30
分
～
17
時

　

八
女
地
区
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
ク

ラ
ブ
は
、
概
ね
30
歳
以
下
の

農
業
者
で
構
成
さ
れ
、
八
女

農
業
の
Ｐ
Ｒ
・
活
性
化
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
や
視
察
研

修
、
食
育
活
動
な
ど
を
通
し
、

栽
培
技
術
の
向
上
や
地
域
と

の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

栽
培
し
て
い
る
作
物
に
は
関

係
な
く
、
福
岡
県
内
外
の
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
員
と
交
流
す
る
機

会
も
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う

若
手
農
業
者
が
地
域
社
会
に

お
い
て
交
流
と
親
睦
を
図
り

な
が
ら
、
農
業
の
生
産
技
術

や
経
営
を
ま
な
ぶ
と
と
も
に

経
営
上
の
課
題
を
解
決
す
る

力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
作
ら
れ
た
組
織
で
す
。

一
．
私
た
ち
は
農
業
の
改
良

と
生
活
の
改
善
に
役
立
つ
腕

（Hands

）
を
磨
き
ま
す
。 

一
．
私
た
ち
は
科
学
的
に
物

を
考
え
る
こ
と
の
出
来
る
頭

(Head)

の
訓
練
を
し
ま
す
。 

一
．
私
た
ち
は
誠
実
で
友
情
に

富
む
心(Heart)

を
つ
ち
か
い

ま
す
。

一
．
私
た
ち
は
楽
し
く
暮
ら

し
、
元
気
で
働
く
た
め
の
健

康(Health)

を
増
進
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
【
事
務
局
】

八
女
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー（
八

女
市
大
島
３
６
０
）
青
年
農

業
者
育
成
推
進
班
永
江
さ
ん

（
☎
２
３・３
１
０
６
）

◦
赤
星
病
と
は

　

新
築
住
宅
地
や
庭
づ
く
り

に
観
賞
木
と
し
て
植
え
ら
れ

る
「
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
」
等
の

『
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
』
が
媒
介
す

る
梨
の
病
気
で
す
。
赤
星
病

菌
が
梨
の
葉
や
果
実
に
感
染

す
る
こ
と
で
、
落
葉
や
果
実
の

品
質
低
下
等
を
ま
ね
く
恐
ろ

し
い
病
気
で
、
梨
栽
培
に
お
い

て
は
大
敵
の
一つ
で
す
。

※
『
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
』
が
梨
園

か
ら
２
㌔
㍍
～
３
㌔
㍍
圏
内

に
あ
る
と
、
感
染
の
確
率
が

高
く
な
り
ま
す
。

 

◦
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ま
に

お
願
い
し
ま
す

　

梨
農
家
は
開
花
か
ら
収
穫

令
和
２
年
度 

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女

農
業
を
や
っ
て
み
よ
う
！

「
今
こ
そ
農
業
塾
」10
期
生
募
集

募
集

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員
募
集

概
ね
30
歳
以
下
の
農
業
者
の
皆
さ
ん

梨の葉に感染した赤星病

農業の課題を考える

タケノコ開拓プロ
ジェクト

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
綱
領

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
は

八女の特産
物「梨」を
赤星病から
守りましょう
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■ 

募
集
要
領

①
農
業
委
員

◦
定
数
＝
24
人

◦
任
期
＝
令
和
２
年
７
月
20
日

～
令
和
５
年
７
月
19
日
（
３
年

間
）

◦
募
集
要
件
＝
農
業
に
関
す
る
識

見
を
有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の

他
の
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す

る
事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務
を
適

切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

※
農
業
委
員
に
つ
い
て
は
、
過
半

数
を
認
定
農
業
者
等
で
占
め
る
こ

と
お
よ
び
女
性
や
青
年
の
積
極
的

な
登
用
と
利
害
関
係
の
な
い
人
を

含
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

◦
定
数
＝
45
人

◦
任
期
＝
令
和
２
年
７
月
20
日

～
令
和
５
年
７
月
19
日
（
３
年

間
）

◦
募
集
要
件
＝
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
熱
意
と
識
見

を
有
す
る
人

■ 

募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈬
～
４
月
30
日
㈭

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■ 

公
表

　

推
薦
を
し
た
人
、
推
薦
を
受

け
た
人
お
よ
び
応
募
し
た
人
の
氏

名
、
職
業
、
年
齢
等
（
住
所
を

除
く
）
に
つ
い
て
、
募
集
期
間
の

中
間
と
終
了
後
に
、
八
女
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

■ 

報
酬
額

▽
農
業
委
員
（
一
般
委
員
）
月
額

３
万
２
千
円

▽
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

月
額
３
万
２
千
円

■ 

選
考

　

定
数
を
超
え
る
推
薦
・
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
、
八
女
市
農
業

委
員
会
の
委
員
等
候
補
者
選
考

委
員
会
に
お
い
て
候
補
者
が
選
考

さ
れ
ま
す
。

■ 

申
込
書

　

募
集
に
係
る
申
込
書
様
式
は
、

八
女
市
農
業
委
員
会
事
務
局
お

よ
び
各
支
所
産
業
経
済
課
・
建

設
経
済
課
に
準
備
。
八
女
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

２
３・２
４
０
７
）

▽
黒
木
支
所
産
業
経
済
課
農
政

係
（
☎
４
２・１
１
１
５
）

▽
立
花
支
所
産
業
経
済
課
農
林

係
（
☎
２
３・４
９
４
０
）

▽
上
陽
支
所
建
設
経
済
課
産
業

観
光
係
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
産
業

観
光
係
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
建
設
経
済
課
産
業

観
光
係
（
☎
５
２・３
１
１
４
）

※
推
薦
、
応
募
を
行
う
人
は
、

規
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
全

て
ご
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

参
に
よ
り
、
４
月
30
日
㈭
17
時

15
分
必
着
で
提
出
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集（
推
薦・公
募
）

八女市農業
委員の定数

八女市農地利用最適化推進委員の定数

区域の名称 推進委員数

24 人

八女市福島区域（福島校区の区域） １人
八女市長峰区域（長峰校区の区域） ２人
八女市上妻区域（上妻校区の区域） １人
八女市三河区域（三河校区の区域） ２人
八女市八幡区域（八幡校区の区域） ２人
八女市川崎区域（川崎校区の区域） ２人
八女市忠見区域（忠見校区の区域） ３人
八女市岡山区域（岡山校区の区域） ３人
八女市上陽区域（上陽町の区域） ４人
八女市黒木区域（黒木町の区域） 12 人
八女市立花区域（立花町の区域） 8 人
八女市矢部区域（矢部村の区域） 2 人
八女市星野区域（星野村の区域） 3 人

備考　農業委員に区域設定はありませんが、農地利用最適
　　　化推進委員は担当区域ごとに募集を行います。

■
八
女
市
の
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
定
数

カイヅカイブキ（左）とカ
イヅカイブキに付着した赤
星病菌（上）

ま
で
の
間
に
病
害
虫
防
除
を

行
い
、
樹
・
葉
・
果
実
等
に

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。
農
家
の
防
除
負
担

を
少
し
で
も
軽
減
し
、
今
後

も
産
地
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
、
梨
園
の
２
㌔
㍍
～
３
㌔

㍍
圏
内
に
は
、
で
き
る
だ
け

『
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
』
は
植
栽
せ

ず
、
他
の
樹
種
を
植
栽
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興

課
農
産
園
芸
係

（
☎
２
３・１
１
１
８
） 

八
女
市
で
は
、
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
等
の
農
地
利
用
の
最
適
化
に

取
り
組
む
た
め
、
農
業
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
農
業
委

員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
任
期
が
令
和
２
年
７
月
19

日
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
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令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
自
動
車

取
得
税
の
廃
止
に
伴
い
、「
軽
自
動
車

税
（
環
境
性
能
割
）」
が
導
入
さ
れ
た

た
め
、今
ま
で
の
軽
自
動
車
税
は
「
軽

自
動
車
税
（
種
別
割
）」
に
名
称
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
古
車
販
売
業
者
が
商
品
と
し
て

所
有
す
る
軽
自
動
車
は
、
届
出
が
あ

れ
ば
課
税
免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

商
品
車
の
対
象
と
な
る
の
は
、
販
売

目
的
で
保
有
し
展
示
し
て
い
る
も
の

で
、
代
車
・
試
乗
車
・
営
業
車
等
で

使
用
し
て
い
る
も
の
は
含
み
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
税
務
課
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

⃝

届
出
期
限
＝
３
月
31
日
㈫

⃝

提
出
物
＝
申
請
書
（
市
役
所
税
務

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）、
自
動
車
検
査

証
の
写
、
古
物
商
許
可
証
の
写
、
展

示
状
態
の
写
真
（
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

で
き
る
も
の
）

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
時
点
で
登
録
の
あ
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
車
検
切
れ
や
譲

渡
等
で
実
際
に
使
用
し
て
い
な
く
て

も
３
月
末
日
ま
で
に
廃
車
ま
た
は
名

義
変
更
等
の
手
続
き
を
し
な
い
と
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
使
用

し
な
く
な
っ
た
」「
他
人
に
譲
渡
し
た
」

な
ど
の
場
合
は
、
左
上
表
記
載
の
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
有
者
の
登
録
が
変
更
に
な
っ
た

と
き
（
名
義
変
更
や
廃
車
な
ど
）
は
、

口
座
振
替
の
手
続
き
（
新
規
・
解
約
・

変
更
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
５
月
の

納
期
に
間
に
合
う
た
め
に
は
４
月
中

に
金
融
機
関
で
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。（
※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合

は
４
月
10
日
ま
で
に
手
続
き
が
必
要

で
す
）。

　

次
の
小
型
特
殊
自
動
車
を
所
持
し

て
い
る
場
合
、
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
の
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
上
記
の
窓
口
で
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

農
耕
作
業
用
の
も
の
（
乗
用
）
＝

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ

イ
ン
、
薬
剤
散
布
車
、
摘
採
機
な
ど

⃝

そ
の
他
の
も
の
＝
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
、
乗
用
草
刈
機
な
ど

廃
車
・
名
義
変
更
は
３
月
末
ま
で
に

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
課
税
に
つ
い
て

軽自動車の区分

税率（年税額）
平成 27年 3月 31
日までに最初の
新規検査をした
車両（※１）

平成 27 年 4 月 1
日以後に最初の
新規検査をした
車両（※１）

最初の新規検査
から 13年を経過
した車両 (経年車
重課 )（※ 1・2・3）

軽
自
動
車

三　輪 3,100 円 3,900 円 4,600円

四
輪
以
上

乗
用

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 　10,800 円 12,900 円

貨
物
用

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

軽自動車の区分 税率
（年税額）

二　

輪

原　

付

50 cc 以下 2,000 円

50㏄超～ 90cc 以下 2,000 円

90cc 超～ 125㏄以下 2,400 円

ミニカー 3,700 円

軽二輪バイク
（125㏄超～250㏄以下） 3,600 円

小型二輪バイク
（250㏄超） 6,000 円

小型特殊
自動車

農耕作業用 2,400 円

その他のもの 5,900 円

【三輪および四輪以上の軽自動車の税率】【二輪および小型特殊自動車の税率】

（※１）最初の新規検査の年月は、自動車検査証の「初度検査年月」で確認でき
ます。（※２）令和 2 年度課税の経年車重課対象は、最初の新規検査の年月が
平成 19 年 3 月までの車両です。（※３）電気・天然ガス・メタノール・混合メタノー
ル・ハイブリッドの軽自動車ならびに被けん引車は、経年車重課の対象外です。

商
品
車
の
課
税
免
除
申
請
は

３
月
31
日
ま
で

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

小
型
特
殊
自
動
車
は
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
対
象
で
す

原付バイク・軽自動車の廃車、登録変更窓口

車　種 手続き場所

八
女
市
ナ
ン
バ
ー

原付バイク
（125cc以下）、
小型特殊自動

車

市役所税務課および各支所
市民生活福祉課
※旧町村のナンバーも同様。
転出した人は新住所地の市
町村役場にナンバープレー
トを返却して廃車することが
できます。
◦持参する物＝ナンバープ
レート、来庁する人の印鑑、
販売・譲渡証明書

久
留
米
ナ
ン
バ
ー

軽自動車 軽自動車検査協会久留米支
所（☎ 050・3816・1752）

軽二輪バイク
（250cc以下）福岡運輸支局久留米自動車

検査登録事務所
（☎ 050・5540・2081）小型二輪バイ

ク（250cc超）

※手続きの方法が場所により多少異なります。
詳細は事前に手続き場所に問い合わせください。

軽
自
動
車
税

国
民
年
金
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軽自動車の区分
税率（年税額）

特例１
（75％軽減）

特例２
（50％軽減）

特例３
（25％軽減）　

　

軽
自
動
車

三　輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四
輪
以
上

乗　用
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円
自家用 2,700 円 5,400 円 　8,100 円

貨物用
営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

 【グリーン化特例（軽課）の税率】
　平成 31 年４月から令和 2 年３月
に最初の新規検査を受けた三輪お
よび四輪以上の軽自動車で、一定
の環境性能を有するものについて
は、令和 2 年度課税分のみ、グリー
ン化特例（軽課）が適用されます。
( 制度の延長 )

【
特
例
１
】

電
気
自
動
車
・
天
然
ガ
ス
軽
自
動

車【特
例
２
】

乗
用
：
平
成
32
年
度
燃
費
基
準
＋

30
％
達
成
車
／
貨
物
用
：
平
成
27

年
度
燃
費
基
準
＋
35
％
達
成
車

【
特
例
３
】 

乗
用
：
平
成
32
年
度
燃
費
基
準
＋

10
％
達
成
車
／
貨
物
用
：
平
成
27

年
度
燃
費
基
準
＋
15
％
達
成
車

※
【
特
例
２
・
特
例
３
】
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
排
出
ガ
ス
規
制

50
％
低
減
達
成
車
ま
た
は
平
成

17
年
排
出
ガ
ス
規
制
75
％
低
減

達
成
車
（
★
★
★
★
）
の
ガ
ソ
リ

ン
車
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
に
限
り

ま
す
。

※
天
然
ガ
ス
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
排
出
ガ
ス
規
制
に
適
合

す
る
も
の
、
ま
た
は
平
成
21
年
排

出
ガ
ス
規
制
に
適
合
し
、
基
準
値

よ
り
10
％
以
上
窒
素
酸
化
物
を
低

減
す
る
車
両
に
限
り
ま
す
。　

※
各
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
、

自
動
車
検
査
証
の
備
考
欄
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
法

律
で
定
め
た
規
定
価
格
に

直
近
の
物
価
や
賃
金
上
昇

率
な
ど
を
勘
案
し
て
、
そ
の

年
度
に
見
合
っ
た
価
格
水
準

に
調
整
し
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
６
５
４
０
円
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
な
お
、
令
和
２
年

３
月
ま
で
は
１
６
４
１
０
円

で
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
毎
年
４
月
上

旬
に
送
ら
れ
て
く
る
１
年
分

の
「
納
付
書
」
に
よ
っ
て
翌

月
の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。

納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
が
、
事
前

に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
保

年
金
係
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
期
間
を「
受

給
資
格
期
間
」
と
い
い
、
次

の
①
～
⑦
を
合
計
し
た
期
間

が
10
年
※
（
１
２
０
月
）
以

上
必
要
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
期
間

②
昭
和
36
年
４
月
以
降
の
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
等
の
加

入
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ

た
期
間

④
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額

免
除
を
受
け
た
期
間

⑤
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部

納
付
（
一
部
免
除
を
受
け
た
）

期
間

⑥
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特

例
を
受
け
た
期
間

⑦
海
外
在
住
な
ど
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
で
き
る
人
が

加
入
し
な
か
っ
た
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
期
間

※
平
成
29
年
８
月
か
ら
年
金

機
能
強
化
法
改
正
に
よ
り
、

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
10

年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、

希
望
す
れ
ば
最
大
70
歳
に
な

る
前
月
ま
で
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
額
は
、
保
険
料
の
納
付

月
数
や
納
め
た
額
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
全
て
の
保
険
料
を
納

め
た
期
間
が
４
８
０
月
（
40

年
）
必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は

月
額「
１
万
６
５
４
０
円
」

国
民
年
金

保
険
料
は
年
度
に
見
合
っ

た
価
格
水
準
で
調
整

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
に
は

令
和
２
年

４
月
か
ら
の

◦
問
い
合
わ
せ
＝

▽
久
留
米
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
（
☎
０
９

４
２
・
３
３
・
６
２
０
６
）

▽
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）
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世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

製

鉄
・
鉄
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
は
、
日
本
を
世

界
の
経
済
大
国
に
押
し
上
げ
た
過
程
を
証
言
す
る

遺
産
で
、平
成
27
年
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

福
岡
県
で
は
製
鉄
・
製
鋼
と
石
炭
産
業
の
分
野
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
今
回
、「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」
の
価
値
や
魅
力
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
と
展
示
解
説
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
展
示
開
催
に
あ
わ
せ
、
３
月
14
日
㈯
に
は
パ

ネ
ル
展
開
催
場
所
で
あ
る
「
ま
ち
な
み
交
流
館
」

に
て
鉄
道
模
型
の
王
様
と
言
わ
れ
る
「
Ｎ
ゲ
ー
ジ
」

の
運
行
お
よ
び
、
運
行
体
験
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

旧
矢
部
線
を
走
っ
て
い
た
車
両
も
登
場
す
る
予
定

で
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
多
く

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
入
館
料
お
よ

び
Ｎ
ゲ
ー
ジ
運
行
体
験
は
無
料
で
す
！

◦
会
場
＝
八
女
市
黒
木
ま
ち
な
み
交
流
館　

旧

松
木
家
住
宅
（
毎
週
月
曜
日
休
館
）

◦
開
催
期
間
＝
【
パ
ネ
ル
展
】
３
月
７
日
㈯
～
３

月
29
日
㈰
10
時
～
17

時
（
最
終
日
は
16
時
ま

で
）

【
Ｎ
ゲ
ー
ジ
運
行
】
３

月
14
日
㈯
10
時
～
15

時◦
問
い
合
わ
せ
＝
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
福
岡
県
世
界
遺
産

連
絡
会
議
（
☎
０
９
２・

６
４
３
・
３
１
６
２
）

【中止のお知らせ】
新型コロナウイルス感染症対策のため中止となりました。

　

大
人
気
の
よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
を
は

じ
め
、特
産
物
等
の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、

花
の
女
王
と
呼
ば
れ
る
気
品
高
い
「
筑

紫
し
ゃ
く
な
げ
」を
展
示
即
売
し
ま
す
。

日
向
神
ダ
ム
周
辺
の
千
本
桜
も
皆
さ

ま
を
お
迎
え
し
ま
す
。春
の
矢
部
村
へ
、

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経
済

課
（
☎
２
４
・
９
１
４
３
）

や
べ
春
ま
つ
り

✿
期
間
＝
３
月
28
日
㈯
～
４
月
５
日

㈰✿
会
場
＝
①
八
女
市
矢
部
地
区
観
光

物
産
交
流
施
設
「
杣
の
さ
と
」（
矢
部

村
矢
部
３
２
７
７
番
地
１
）

②
所
野
広
場
（
矢
部
村
所
野
地
区
）

黒木

上陽

桜
と
石
橋
ま
つ
り

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て

上
陽
町
北
川
内
公
園
の
桜
が
見
ご
ろ
に

な
り
ま
す
。
桜
と
清
流
星
野
川
、
幾
度

の
洪
水
に
耐
え
た
石
橋
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

✿
期
間
＝
３
月
20
日
㈮
～
４
月
５
日
㈰

✿
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
・
ホ
タ

ル
と
石
橋
の
里
公
園

【
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
】

◦
日
時
＝
３
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
10
時
～

◦
内
容
＝
▽
特
産
品
販
売
・
露
店
▽
猪

鍋
の
無
料
ふ
る
ま
い
（
な
く
な
り
し
だ

い
終
了
）
▽
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

ほ
か

【
夜
桜
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
】

◦
期
間
＝
３
月

20
日
㈷
～
４
月

５
日
㈰

※
夜
桜
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
期
間
は
、
桜
の
開
花
状
況
に
よ

り
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
都
合
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

✿
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支
所
建
設
経
済

課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

く
ろ
ぎ
桜
ま
つ
り

　

城
山
公
園
一
帯
で
「
く
ろ
ぎ
桜
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。
咲
き
ほ
こ
る
約

２
千
本
の
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】

◦
期
間
＝
３
月
28
日
㈯
～
４
月
12
日
㈰

◦
時
間
＝
日
没
～
21
時

◦
場
所
＝
城
山
公
園
一
帯
（
猫
尾
城
跡
）

※
期
間
は
桜
の
開
花
状
況
に
よ
り
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
イ
ベ
ン
ト
】 

◦
日
時
＝
４
月
５
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
黒
木
体
育
館
・
駅
前
イ
ベ
ン

ト
広
場

◦
内
容
＝
▽Dance&

昭
和
ロ
ッ
ク
▽

オ
ー
ル
ド
カ
ーm

eeting&

さ
く
ら
マ
ル

シ
ェ
▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

◦
日
時
＝
３
月
29
日
㈰
９
時
～

◦
場
所
＝
黒
木
中
学
校
体
育
館

※
会
場
周
辺
で
は「
だ
ご
汁
」「
焼
き
鳥
」

な
ど
が
味
わ
え
る
ほ
か
、
露
店
が
立
ち

並
び
ま
す
。

✿
問
い
合
わ
せ
＝
く
ろ
ぎ
起
源
会

（
☎
０
８
０
・
２
６
９
４
・
１
３
３
６
）

矢部

世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
福
岡
県
パ
ネ
ル
展

イ
ベン
ト

春のJOYO
フェスタ
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30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

【学校教育課へ】
八女市大坪奨学会奨学金運用のため、寄
附をいただきました。

大坪　茂　　金一封
大坪由里子　金一封
白川　毅　　金一封
白川理香　　金一封

寄附のお礼　※敬称略

　

令
和
２
年
４
月
９
日
に
33
回
忌
が
行

わ
れ
る
文
化
勲
章
受
章
者
で
文
芸
評
論

家・山
本
健
吉
（
１
９
０
７
～
１
９
８
８
）

の
資
料
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

上
皇
陛
下
・
上
皇
后
陛
下
の
愛
読
書

と
し
て
報
道
さ
れ
た
『
こ
と
ば
の
歳
時

記
』
を
は
じ
め
、
父
で
黒
木
町
出
身
の

文
芸
評
論
家
の
石
橋
忍
月
、
妻
で
俳
人

の
石
橋
秀
野
関
係
の
資
料
等
も
同
時
に

展
示
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
５
日
㈰
～
12
日
㈰
10
時

～
17
時

◦
会
場
＝
八
女
市
立
図
書
館
２
階

※
な
お
、４
月
６
日
㈪
は
休
館
日
で
す
が
、

資
料
展
の
み
公
開
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課（
☎
２
３・

１
９
８
２
）

「
山
本
健
吉
33
回
忌
記
念
資
料
展
」

山本健吉

　

緑
豊
か
な
自
然
と
清
流
星
野
川
の
そ
ば
に

あ
る
「
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
」
で
、
春
の
Ｊ

Ｏ
Ｙ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。
か
わ
い

い
多
肉
植
物
販
売
、
お
も
し
ろ
ス
ラ
イ
ム
作

り
体
験
、
伝
統
製
法
の
ハ
ム
＆
ソ
ー
セ
ー
ジ

販
売
な
ど
、楽
し
い
、美
味
し
い
ミ
ニ
マ
ル
シ
ェ

が
開
か
れ
ま
す
。
ま
た
八
女
市
茶
の
く
に
親

善
大
使
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
Ｃ
Ｏ
Ｚ
Ｙ
ー

Ａ
ｓ
ｈ
さ
ん
と
美
し
い
旋
律
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

結
城
健
之
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
ト
フ
ル
な
デ
ュ

オ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
春
の
ひ

と
と
き
、
マ
ル
シ
ェ
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

◦
日
に
ち
＝
３
月
15
日
㈰

◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

【
八
女
っ
子
マ
ル
シ
ェ
】

◦
時
間
＝
11
時
～
17
時
40
分
※
11
店
が
出

店
し
ま
す
。

【
Ｃ
Ｏ
Ｚ
Ｙ
ー
Ａ
ｓ
ｈ
＆
結
城
健
之
ス
ペ
シ
ャ

ル
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
】

◦
時
間
＝
①
13
時
～
14
時
②
18
時
～
19
時

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
前
売
り
２
０
０
０
円
※
当
日

２
５
０
０
円
（
学
生
１
０
０
０
円
、
幼
児
無

料
）

◦
問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
ほ
た
る

と
石
橋
の
館
（
☎
５
４・２
１
５
０
）

春のJOYO
フェスタ

　道の駅たちばなに建設中の新食事処に飲食店舗
を１軒募集します。
◦場所＝道の駅たちばな　（立花町下辺春 315-1）
◦テナントスペース＝約 18㎡
◦受付期間＝３月１日㈰～３月31日㈫
◦問い合わせ＝道の駅たちばな（☎ 37・1711）
※詳細は、八女市ホームページにも掲載します

「道の駅たちばな」
飲食店事業者を募集

八
女
市
合
併
10

周
年
記
念
事
業
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消費生活
そうだん

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
に
対
し
て
、

安
易
に
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

【
事
例
】

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
画
を
見
よ

う
と
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
『
会
員
登
録

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
サ
イ

ト
の
利
用
料
金
は
9
万
円
で
す
』
と

表
示
さ
れ
た
。
登
録
す
る
つ
も
り
は

な
か
っ
た
の
で
、
書
か
れ
て
い
た
電
話

番
号
に
電
話
し
て
退
会
の
申
し
出
を

し
た
ら
『
料
金
を
支
払
っ
て
も
ら
う

ま
で
は
退
会
で
き
な
い
』
と
言
わ
れ

た
。
そ
の
時
住
所
や
名
前
を
告
げ
て

し
ま
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う

か
」

【
解
説
】

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
「
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
請
求
」
と
い
い
、
特
に
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
な
ど
で
見
ら
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
に
、
次
の
こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
通
信
販
売

に
お
い
て
、
サ
イ
ト
側
は
有
料
で
あ

る
こ
と
を
書
い
て
お
き
、
登
録
の
前
に

消
費
者
に
確
認
さ
せ
る
よ
う
な
画
面

の
つ
く
り
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

②
登
録
に
際
し
て
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で

契
約
が
成
立
す
る
こ
と
は
原
則
あ
り

ま
せ
ん
。
サ
イ
ト
側
は
契
約
内
容
を

消
費
者
が
確
認
で
き
る
画
面
を
設
け

て
お
き
、
内
容
を
訂
正
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

【
対
策
】

　

こ
の
よ
う
な
画
面
が
な
く
、
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
契
約
が
成
立
し

た
と
サ
イ
ト
が
主
張
し
た
と
し
て
も
、

安
易
に
支
払
い
に
応
じ
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
が
勘
違
い
や

押
し
間
違
え
を
し
て
契
約
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
画
面
を
設
け

て
い
な
か
っ
た
サ
イ
ト
の
不
備
で
す

の
で
、
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
『
退
会
し
た
い
場
合
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
』
と
書
か
れ
て
い
て
も
、

連
絡
を
取
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

個
人
情
報
を
巧
み
に
聞
き
出
さ
れ
、

そ
の
後
の
二
次
被
害
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ

＝
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平

日
８
時
30
分
～
16
時
30
分（
☎

２
３・１
１
８
３
）

62

寒
卵
日
ざ
し
く
ぐ
り
て
病
棟
へ東

野
　
蓉
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
庭
を
型
ど
り
咲
き
に
け
り

松
延
み
さ
と

冬
茶
畑
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の
古
墳
丘牛島

　
景
子

エ
メ
ラ
ル
ド
婚
経
し
安
住
の
屠
蘇
朱
盃

堤
　
多
鶴
子

欲
張
ら
ぬ
願
ひ
と
決
め
て
初
詣中

川
原
篤
子

寿
の
舞
に
社
殿
の
淑
気
か
な

井
上
ト
シ
子

刃
こ
ぼ
れ
の
ご
と
時
々
の
寒
さ
か
な

吉
泉
　
守
峰

目
に
見
え
ぬ
敵
と
闘
ふ
マ
ス
ク
か
な

寺
田
　
睦
子

小
流
れ
に
拾
ふ
小
石
や
春
う
れ
ひ

栗
山
　
豊
秋

春
浅
し
瀬
音
か
き
消
す
風
の
声野

崎
万
智
子

崎
津
に
は
踏
絵
の
影
の
今
も
あ
り

松
尾
満
留
美

春
浅
し
海
苔
あ
ぶ
り
て
は
朝
の
膳

青
木
　
早
弓

セ
ー
タ
ー
の
穴
に
く
ま
も
ん
シ
ー
ル
貼
り

松
尾
ア
サ
子

八
女
紫
苑
句
会

黒
木
町
く
す
の
実
句
会

10

ご意見記入欄　　　（八女市広報R2.3）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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図書館の休館日
3月 ✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

3月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します132

德永農園代表。農業をしながらＦ
Ｍ八女の市民パーソナリティとして
も活動。毎週月曜日「きら☆きら☆
ミュージックBOX」毎週木曜日「が
まだすワイド801」にレギュラー出演
中。その他、八女市を中心に開催さ
れるイベント等で司会を務める。

「
農
業
を
は
じ
め
て
8
年
目
。
私
の
農

業
と
の
出
会
い
は
、
祖
母
が
耕
す
家
庭

菜
園
の
手
伝
い
で
し
た
。
当
時
は
音
楽

活
動
に
熱
中
し
、農
業
に
あ
ま
り
興
味

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
祖
母
の
喜

ぶ
顔
を
見
る
こ
と
は
嬉
し
く
、
今
で
は

こ
れ
が
農
業
を
担
う
き
っ
か
け
だ
っ
た

の
か
な
と
振
り
返
り
ま
す
。
3
年
ほ
ど

み
か
ん
園
に
勤
め
て
、そ
の
後
独
立
し

ま
し
た
。

　

現
在
、さ
ま
ざ
ま
な
季
節
野
菜
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
宣
伝
や
販
売
は
、
自

ら
行
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
で

き
る
限
り
自
分
で
行
う
こ
と
で
、
新
た

な
出
会
い
や
発
見
に
巡
り
会
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
客
さ
ん
と
の
直
接
の
交

流
が
励
み
に
な
り
、
良
質
な
野
菜
の
栽

培
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｆ
Ｍ
八
女
の
市
民
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
Ｆ
Ｍ
八
女
の
大
フ
ァ
ン
で
、

方
言
た
っ
ぷ
り
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
懐

か
し
さ
や
親
し
み
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
番
組
で
は
地
元
農
家
の
方
の
話
を

聞
い
た
り
、八
女
農
業
高
校
の
授
業
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
紹
介
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
八
女
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
司
会
を
務
め
る
こ
と
も
あ
り
、リ
ス

ナ
ー
の
方
に
『
ラ
ジ
オ
を
聞
い
た
よ
』

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
嬉
し
く
、

元
気
が
出
ま
す
。

　

農
業
従
事
者
の
減
少
は
避
け
ら
れ

な
い
課
題
で
す
が
、
今
は
農
業
を
ベ
ー

ス
に
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
展
開

が
可
能
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
が
農

業
の
魅
力
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
で
可
能
性
を
広
げ
、
農
業
が
自

由
で
楽
し
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

き
た
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
地
域
に
こ

だ
わ
ら
ず
農
家
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
店
や
情
報
発
信
を
続
け
て
い
き
ま

す
」

農
業
の
可
能
性
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い　  

德
永 

紘こ
う

一い
ちさ

ん

図書館の休館日
3月 ✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

3月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
を

開
催
！

活躍しています！
図書館ボランティア

住
所
・
氏
名
等
の
変
更

は
、
届
出
が
必
要
で
す

　

立
花
分
館
と
黒
木
分
館
で

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
催
し

ま
す
。
図
書
館
で
利
用
し
な
く

な
っ
た
本
や
雑
誌
を
お
譲
り
し

ま
す
。
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
持

参
く
だ
さ
い
。（
本
が
な
く
な

り
し
だ
い
終
了
）

◦
黒
木
分
館

２
月
29
日
㈯
～
３
月
16
日
㈪

黒
木
分
館
入
口
前
ロ
ビ
ー
（
黒

木
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）

◦
立
花
分
館　

3
月
7
日
㈯
、
8
日
㈰

立
花
分
館
入
口
前
ロ
ビ
ー
（
八

女
市
働
く
女
性
の
家
内
）

　

春
に
な
り
、
新
し
い
生
活
が

ス
タ
ー
ト
す
る
季
節
で
す
。
図

書
館
を
利
用
す
る
際
、
住
所

や
氏
名
等
が
変
わ
っ
た
人
は
、

忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
新
し
い
住
所
、
氏
名
等
が

確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

保
険
証
等
）
と
利
用
カ
ー
ド

を
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
※
八
女
市
、

筑
後
市
、
広
川
町
以
外
の
市

町
村
に
転
出
す
る
人
は
、
利
用

カ
ー
ド
を
返
却
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

図書館には、読み聞かせ、
布の絵本制作、本の修理、
環境整備の活動を行うボラ
ンティアが登録されていま
す。図書館を支えてくれる力
強いサポーターです。興味
のある人はカウンターまで。

幼児～小学生の皆さんが対象です♪
♥本館＝7日、14日、21日、28日
※いずれも土曜日14時～
おはなしコーナー
♥黒木分館＝7日㈯10時30分～
おはなしコーナー

3月のおはなし会

3月のあかちゃんおはなし会

0～2歳くらいのお子さんが対象です♪
♥本館＝1日㈰、21日㈯11時～
　2階研修室
♥黒木分館＝28日㈯10時30分～　
おはなしコーナー
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教
科
書
無
償
の
運
動
は
、
高
知

市
の
被
差
別
部
落
の
母
親
た
ち
の

憲
法
学
習
か
ら
始
ま
り
、
多
く
の

人
の
賛
同
を
得
て
、
全
国
的
な
広

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
国
会
で
も
大
き
な
問

題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
１

９
６
３
年
に
「
義
務
教
育
諸
学
校

の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

  

１
９
６
０
年
代
ま
で
は
、
両
親
が

そ
ろ
っ
て
い
る
か
、
ど
こ
に
住
ん
で

い
る
か
な
ど
、
本
人
の
適
正
・
能

力
に
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
採
用

が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
お
か
し
さ
に
被
差
別

部
落
の
人
や
教
師
た
ち
が
気
づ
き
、

公
正
・
公
平
な
採
用
選
考
の
確
立

を
め
ざ
す
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
各
会
社
の
応
募
用
紙

（
社
用
紙
）
や
採
用
判
定
基
準
に
問

題
が
あ
る
こ
と
が
、
次
第
に
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
以
降
、
１
９
７
０
年
代
半
ば
に

は
、
全
国
で
統
一
し
た
応
募
用
紙

が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
人
の
教
育
を
受
け
る
権

利
が
具
体
化
さ
れ
、
本
人
の
適
正
・

能
力
で
進
路
が
決
定
す
る
仕
組
み

も
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

  

し
か
し
、
今
な
お
就
職
や
結
婚
で

差
別
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
書
き
込
み
な

ど
新
た
な
差
別
も
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
差
別
は
な
く
な
ら

な
い
と
国
は
２
０
１
６
年
に
、「
部

落
差
別
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
岡
県
や
八
女
市
に
お

い
て
も
、
こ
の
法
律
を
具
体
的
に

す
す
め
て
い
く
条
例
を
２
０
１
９

年
に
施
行
し
ま
し
た
。

　
中
学
社
会
・
公
民
的
分
野
の
教

科
書
で
は
現
代
の
部
落
差
別
を
め

ぐ
る
状
況
を
次
の
よ
う
に
締
め
く

く
っ
て
い
ま
す
。

「･･････
差
別
を
許
さ
な
い
運
動
や
、

学
校
や
社
会
で
差
別
を
な
く
す
教

育
が
進
め
ら
れ
て
、
多
く
の
人
が

差
別
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
」

なぜ
なぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

シ
リ
ー
ズ

教
科
書
で
た
ど
る
部
落
の
歴
史
（
最
終
回
）

差
別
の
な
い
社
会
へ

こ
れ
ま
で
、
社
会
科
教
科
書
の
内
容
を
も
と
に
被
差
別
部
落
の
歴
史
を
見
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
戦
後
ど
の
よ
う
な
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
き
た
の
か
、
今
は
ど
う
な
の
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

教
科
書
無
償
を
め
ざ
し
て

公
平
な
進
路
の
保
障
を

め
ざ
し
て

差
別
を
な
く
す
取
り
組
み

は
今

12

憲
法
第
26
条

　
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能

力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育

を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

　
す
べ
て
国
民
は
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
保
護

す
る
子
女
に
普
通
教
育
を
受
け

さ
せ
る
義
務
を
負
う
。
義
務
教

育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
。

　小・中学校で使用する教科書の裏表紙に
は、「この教科書は、これからの日本を担う
皆さんへの期待をこめ、 税金によって無償
で支給されています。」と書かれています。

現
在
使
わ
れ
て
い
る

教
科
書

1960年当時の会社の
応募用紙の例（一部）

　本人の適正・能力
に関係のない、家族の
職業・学歴、家の資
産など事細かに記入
する欄が見られます。
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国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
し
、「
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
」

を
設
定
し
た
人
を
対
象
に
、
事

前
に
選
択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ャ
ー
ジ
ま
た

は
買
い
物
を
す
る
と
国
が
、
そ
の

金
額
に
対
し
て
25
％
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
（
最
大
２
万
円
に
対
し
５

千
円
分
ま
で
）
を
付
与
す
る
施

策
を
令
和
２
年
９
月
よ
り
実
施

予
定
で
す
。
こ
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
は
選
択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
買

い
物
で
使
え
ま

す
。
詳
し
く
は
こ

ち
ら
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
検
索 

　

ま
ず
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
が
必
要
で
す
。
次
に
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
設
定
し
た
人
か
ら
優

先
し
て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

対
象
者
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

全
国
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
は

お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。
申
請
方

法
は
こ
ち
ら
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
総
合
サ
イ
ト
」
で
検
索 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
を
接
続
し
た
パ

ソ
コ
ン
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
読
み
取
り
が
で
き
る
Ａ
ｎ
ｄ

ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
端
末
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
）、
ｉ
Ｏ
Ｓ
13
・
1
以
降
の
端

末
（
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
７
以
降
の
機

種
な
ど
）
が
あ
れ
ば
自
宅
で
も

設
定
が
可
能
で
す
。設
定
に
は「
Ｊ

Ｐ
Ｋ
Ｉ
利
用
者
ソ
フ
ト
」
や
「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
」
な
ど
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
Ｈ
Ｐ
で

確
認
す
る
か
、

次
の
問
い
合
わ

せ
先
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

◦
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
・
マ
イ
キ
ー

Ｉ
Ｄ
設
定
の
問
い
合
わ
せ
＝
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
無
料
）

０
１
２
０
・
９
５
・
０
１
７
８

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
「
５
番
」
を

選
択
（
平
日
９
時
30
分
～
20
時
、

土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
情
報
管

理
係
（
☎
２
３
・
１
２
９
４
）

25
パ
ー
セ
ン
ト
の

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
は
お
早
め
に

マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
は

自
分
で
設
定
可
能
で
す

国
事
業

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

 
活
用
し
た
消
費

 

活
性
化
策
」

【
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設
定
の
支
援

に
つ
い
て
】

　

八
女
市
で
は
、
本
庁
市
民

課
、
各
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
の
窓
口
に
お
い
て
、「
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
」の
設
定
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
平
日
＝
８
時
30
分
～
17
時

15
分
（
本
庁
の
み
水
曜
日
は

19
時
ま
で
）

　

現
在
１
１
９
番
通
報
を
行
う

と
、
久
留
米
市
に
あ
る
筑
後
地

域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
繋
が

り
ま
す
が
、
直
接
八
女
消
防
本

部
の
一
般
加
入
電
話
へ
火
災
や
救

急
の
通
報
を
さ
れ
る
人
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、

① 

電
話
を
指
令
セ
ン
タ
ー
へ
転

送
す
る
の
に
時
間
を
要
す
る
。

② 

転
送
の
途
中
で
電
話
が
切
れ

た
場
合
、
折
り
返
し
の
電
話
を

か
け
る
事
が
で
き
な
い
。

③ 

指
令
セ
ン
タ
ー
で
、
発
信
地

表
示
シ
ス
テ
ム
（
通
報
者
の
位

置
を
地
図
に
表
示
す
る
シ
ス
テ

ム
）
が
利
用
で
き
な
い
。

な
ど
の
問
題
が
発
生
し
、
出
動

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
当
消
防
本
部

に
直
接
通
報
さ
れ
た
場
合
、
お

名
前
と
電
話
番
号
を
確
認
し
、

通
報
者
の
理
解
を
得
た
上
で
、
一

度
電
話
を
切
っ
て
１
１
９
番
通

報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
暖
房
器
具

を
使
う
機
会
が
減
る
一
方
で
、
空

気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が

多
く
な
る
た
め
、
ひ
と
た
び
火

災
が
発
生
す
る
と
大
火
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
火
災
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
予
期

せ
ぬ
と
こ
ろ
で
発
生
し
ま
す
。
料

理
を
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
場

を
離
れ
ず
、
離
れ
る
と
き
は
必

ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。
コ
ン
セ

ン
ト
周
り
や
た
こ
足
配
線
な
ど
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
場
所
の

清
掃
、整
理
整
頓
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
と
点
検
、
そ
し
て
万

が
一
の
た
め
に
消
火
器
を
備
え
る

な
ど
、火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

一
般
加
入
電
話
へ
の
火
災
・
救
急
通
報
に
つ
い
て

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
中

八
女
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

◦
問
い
合
せ
＝
八
女
消
防
本
部
予
防
課
広
報
係
（
☎
２
４
・
１
１
１
９
）

３
月
１
日
～

　
３
月
７
日

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
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市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

１
月
１
日
付
で
次
の
人
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
４
年
12
月
31
日
ま

で
。（
敬
称
略
）

《
再
任
》古
川
正
二（
岩
崎
）

《
新
任
》近
藤
義
夫（
矢
原
）

《
新
任
》草
場
せ
つ
子（
黒
木
町
）

《
再
任
》平
島
豊
彦（
立
花
町
）

《
新
任
》東
リ
ツ
子（
立
花
町
）

《
再
任
》酒
井
龍
彦（
上
陽
町
）

《
新
任
》中
津
留
千
鶴
子（
星
野
村
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
た
ち

で
す
。
基
本
的
人
権
の
擁
護
を

目
的
と
し
て
、
地
域
の
住
民
が

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
の
人
権

相
談
所
や
市
の
公
共
施
設
等
に

お
い
て
特
設
人
権
相
談
所（
な
ん

で
も
人
権
相
談
）を
随
時
開
設
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
人
権
擁

護
委
員
は
、
あ
な
た
の
街
の
身
近

な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相
談

無
料
。
秘
密
厳
守
。
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八

女
支
局
（
☎
２
３･

２
６
０
３
）

　八女市田崎廣助美術館で 3 月1日㈰まで、「八女ゆかりの画家たち展 part2 八
女市民の名画コレクション」が行われ、14人の画家の作品17点が展示されています。
2008 年に54 歳の若さで亡くなった由衛健司さんの作品「景」は市内の実在する
分かれ道を描いたもので、人生の分岐点や選択を表わしています。 日本藝術院会
員の大津英敏さんは、母の実家が八女市。作品とともに、作家の五木寛之さんと
の接点も紹介されています。 現在、市内で活躍している画家の絵画も鑑賞するこ
とができ、時代を超えて、八女の風情が育んだ画家たちの魅力あふれる作品の数々
に触れることができます。美術館の一角には五木寛之コーナーが設置され、五木さ
んの単行本の表紙 300 冊とともに、「故郷八女」への想いなどが紹介されています。

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

八女ゆかりの名画が揃う、時代を超えた美術展

いわいの郷で磐井の譜
うた

を披露
　1月25日㈯長峰小学校 6 年生児童が岩戸山歴
史文化交流館「いわいの郷」で合唱組曲「磐井
の譜」を披露しました。長峰小学校では総合的な
学習の時間に『長峰歴史探検隊』として、岩戸山
古墳や筑

つくしのきみいわい
紫君磐井のことを学習しています。今回、

約 9 か月間練習に取り組んだ「磐井の譜」を披露。
歴史講座に参加した人も含め、約100 人が子ど
もたちの歌声に耳を傾けていました。

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

　髙田川親方（元関脇・安芸乃島）の相撲部屋へ
入門する、靏春

はる

空
く

さん（福島中3 年）が2 月14 日
㈮、市役所を訪問しました。靏さんは今まで力士を
目指し相撲に取り組んできました。新弟子を募集
していた髙田川部屋への体験入門を経て、入門を

決意。「日々の稽古
を積み重ねて横綱
になりたい」と抱負
を 述 べ ました。親
方は「努力は裏切
らない。良いところ
を 伸 ばしな が ら、
体型に合わせた相
撲のとり方を教え
ていく」と話しまし
た。四 股 名は 春 空
となる予定です。

「夢は横綱」八女市出身力士誕生

髙田川親方と握手を交わす靏さん



　2 月1日㈯、立花町白土公民館付近で、防犯のた
めの夜廻り活動が行われました。白土夜廻り隊とし
て17 年目となるこの活動は、毎月1日と15日の夜、
防犯防火活動の一環として、地域住民 3 人と地元消
防団により行われています。「戸締まり用心、火の用心」
のかけ声とともに拍子木を打ち、注意喚起しながら
巡回します。小学1年生から参加している吹春天くん（立花小 6 年）は「この地
区での火事がないことが嬉しく、楽しんで活動しています」と話しました。

6年生、防犯防災活動に尽力

　12 月 23 日から 25 日に
かけて群馬県で第 38 回全
国高等学校弓道選抜大会が
行われました。近的競技団
体女子の部で中嶋琴音さん

（祐誠高校2年・見崎中出身）
が出場し、優勝。52 校の
頂点に立ちました。2 月13
日㈭に三田村市長に結果を
報告しました。「多くの人に
サポートいただいたおかげ。
次の大会も気を緩めずにが
んばりたい」と話しました。

　12 月31日に埼玉県
で行われた第 98 回全
国高校サッカー選手権
大会に、鵜木亮良さん

（佐賀県龍谷高校・筑
南中出身）が出場しま
した。2 月13 日㈭に
市役所を訪問し、三田
村市長に「力を発揮で
きず 1回戦負け。悔し
いが出場できたことが
良かった」と報告しま
した。

弓道団体で見事全国制覇 サッカーで全国大会出場

広報八女 2020.3.115

　光友地区地域振興会議（高山隆夫会長）で
は毎年、観梅会入り口に入場ゲートを設置して
います。2 月10日㈪、役員や区長などが集ま
り、立花町で獲れた約 30 本の竹を使って作っ
たゲートに梅の花等を使って飾り付けをしまし
た。地域のために何かできることはないかとはじ
めたこの取り組みは今回で 10 年目。「観梅会の
明るい雰囲気づくりのために続けていきたい」と
参加者は話しました。

　第16 回歌ごえレクササイズが 1月30日㈭、八女文化
会館でありました。今回は日本舞踊やオカリナ演奏、コー
ラスなどで活動している皆さんが日ごろの練習の成果をス
テージで披露。観る人も出演する人も、共に楽しみました。
馬場輝美さんによる「100 年人生、笑う門には福来る」のトー
クで笑いが健康に大切なことを学び、最後にみんなで歌に
合せて笑顔で身体を動かしました。参加した 220 人は心
も身体もリフレッシュしている様子でした。

ゲートで観梅会を華やかに

観る人も出演する人も楽しんだ
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そ
の
先
は
」
と
題
し
、
井
手
一
郎

さ
ん
（
野
菜
ソ
ム
リ
エ・い
っ
ち
ゃ

ん
フ
ァ
ー
ム
代
表
）
の
講
演
。
講

演
料
１
０
０
円
、
定
員
40
人
。

◦
日
時
＝
３
月
10
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎（
清

水
町
商
店
街
）☎
２
４・９
６
５
７

　
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
体
力
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
。
自
分
の
体
力

を
知
っ
て
生
活
に
活
か
し
ま
し
ょ

う
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
３
月
14
日
㈯
10
時
～

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）　

　
「〝
い
に
し
え
の
福
島
城
の
史
跡

を
巡
る
―
堀
割
編
―
＂
マ
ッ
プ
」

発
表
会
と
町
歩
き
を
開
催
し
ま

す
。
八
女
ふ
る
さ
と
塾
25
周
年
記

念
事
業
。
参
加
無
料
、申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
3
月
29
日
㈰
14
時
～

16
時
30
分

◦
場
所
＝
旧
八
女
郡
役
所

◦
問
い
合
わ
せ
＝
牛
嶋
さ
ん

（
☎
２
４
・
９
２
２
２
）

　

自
衛
隊
で
は
、
各
種
の
自
衛

官
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細

分
立
花
体
育
館
集
合
、約
２
時
間

◦
コ
ー
ス
＝
道
の
駅
た
ち
ば
な
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
「
お
ひ
な
さ
ま
」
に
ち
な
ん
だ

和
菓
子
を
手
作
り
し
、
そ
の
和
菓

子
を
茶
席
で
抹
茶
と
一
緒
に
味
わ

う
気
軽
な
茶
会
で
す
。
茶
会
未

経
験
者
や
お
子
さ
ま
連
れ
で
も

安
心
し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

◦
日
時
＝
３
月
８
日
㈰
10
時
か
ら

１
時
間
お
き
に
５
席
開
催

◦
参
加
費
＝
２
５
０
０
円（
食
事
付
）

◦
会
場
・
予
約
＝
茶
の
文
化
館

（
☎
５
２
・
３
０
０
３
）

　

今
回
は
「
農
業
後
継
者
ゼ
ロ
！

自
分
の
体
力
を
知
ろ
う

 　

飲
食
・
雑
貨
等
の
出
店
、
子

ど
も
を
対
象
と
し
た
参
加
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
が
行
わ
れ
ま

す
。
夜
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
等
の
光
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
14
日
㈯
12
時
～

21
時
（
雨
天
決
行
）
※
光
の
イ

ベ
ン
ト
は
17
時
～
21
時

◦
会
場
＝
八
女
福
島
八
幡
宮

◦
主
催
・
問
い
合
わ
せ
＝Light 

Up Show

実
行
委
員
会 

江
﨑
さ

ん
（
☎
０
８
０
・
１
７
０
８
・
４

４
７
５
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
8
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

※
出
店
者
募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
３
月
８
日
㈰
、７
時
30

八
女
軽
ト
ラ
市

お
知

ら
せ

「
い
に
し
え
の
福
島
城
の
史
跡
を

巡
る
マ
ッ
プ
」発
表
会
と
町
歩
き

自
衛
官
等
採
用
試
験

第
72
回
地
域
活
動
講
演
会

第
19
回 

お
ひ
な
さ
ま
の
茶
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

【いわいの郷歴史講座】田本第１号窯跡
　八女市教育委員会で実施した近年の発掘調
査の中から、須恵器や瓦を焼いていた平安時
代の大窯跡群であることが判明した、黒木町田
本地区「田本第１号窯跡」について、発掘調査
成果の速報解説を行います。
◦日時＝ 3 月7日㈯ 13 時 30
分～ 15 時◦場所＝いわいの
郷研修室◦講師＝檀 佳克（文
化振興課文化係）◦定員＝
50 人（先着順・当日受付）

【バスハイク】八女の城跡探訪と発掘体験
　八女には現存する城こそ残っていませんが、
数多くの城跡があります。今回は八女を代表す
る城跡探訪と、約 1千年前の窯跡で発掘体験
を行います。
◦日時＝ 3 月8日㈰ 13 時 30 分～ 16 時 30 分
◦集合場所＝いわいの郷◦見学先＝福島城跡、
猫尾城跡、田本第１号窯跡◦定員＝ 20 人※先
着順（小学生以下保護者同伴。定員になり次
第締め切ります）◦参加費＝無料◦持参品＝軍
手、水筒（少々汚れてもよい服装）◦申込締
切＝３月６日㈮◦申込＝電話またはファクス（月
曜日は休館のためファクスのみの受付）

燈
ー
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ー

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
提
案
事
業

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」イベント

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」（☎ 24・3200 ／o24・3210 ）

　清水町公共駐輪場には多数の放
置自転車があり、駐輪場の利用者
や近隣住民の迷惑になっています。
長期間自転車を放置している所有
者は、問い合わせ先に連絡のうえ、
3 月 31日までに自転車の引き取り
をお願いします。
◦場所＝清水町公共駐輪場（プラザ
ホテルアベニューの北側、清水公園
の東側）◦引き取り期限＝ 3 月 31
日㈫◦自転車を処分する場合＝ 3 月
31日までに限り、市役所本庁にて無
料で引き取ります。やむを得ない事
情で 4 月1日以降になる場合は、八
女西部クリーンセンターへ直接搬入
の上、処分をお願いします（有料）。
◦問い合わせ＝商工・企業誘致課

（☎２３・１１８９）

清水町公共駐輪場の放置自
転車は撤去をお願いします

3/31
まで

も
よ
お
し

試
　
験

【中止のお知らせ】新型コロナウイルス感染症対策のため中止となりました。
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は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
予
備
自
衛
官
補

◦
受
付
期
間
＝
４
月
10
日
㈮
ま
で

◦
試
験
期
日
＝
４
月
18
日
㈯
～

20
日
㈪
の
指
定
す
る
１
日

▽
医
科
・
歯
科
幹
部

◦
受
付
期
間
＝
４
月
17
日
㈮
ま
で

◦
試
験
期
日
＝
５
月
８
日
㈮

▽
幹
部
候
補
生

◦
受
付
期
間
＝
３
月
１
日
㈰
～
５

月
１
日
㈮

◦
試
験
期
日
＝
５
月
９
日
㈯
お
よ

び
10
日
㈰

▽
一
般
曹
候
補
生

◦
受
付
期
間
＝
３
月
１
日
㈰
～
５

月
15
日
㈮

◦
試
験
期
日
＝
５
月
23
日
㈯

▽
自
衛
官
候
補
生

◦
受
付
期
間
＝
年
間
を
通
し
て
随
時

◦
試
験
期
日
＝
受
付
時
に
お
知
ら

９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
（
事
前
登
録
必
要
）」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
４
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
３
月
21
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
福
岡
地

方
協
力
本
部
八
女
地
域
事
務
所

（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

　

受
験
料
、
受
講
料
無
料
。
教

科
書
代
等
実
費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
等
対
象
。

◦
募
集
科
（
定
員
）
＝
医
療
事

務
科
１
期
（
25
人
）
託
児
５
人

◦
訓
練
期
間
＝
４
月
９
日
㈭
～
７

月
３
日
㈮

◦
募
集
締
切
＝
３
月
11
日
㈬

◦
試
験
日
＝
３
月
23
日
㈪

◦
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
久

留
米
高
等
技
術
専
門
校
（
☎
０

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
▽
土
曜
日
の
外
来
診
療
体
制
の

変
更
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
、
第
２
・

第
４
土
曜
日
の
み
外
来
診
療
を

行
い
ま
す
。
令
和
２
年
10
月
以

降
は
終
日
時
間
外
診
療
体
制
と

し
ま
す
。

※
急
患
は
、
従
来
ど
お
り
24
時

間
体
制
で
対
応
し
ま
す
。

▽
外
来
診
療
受
付
時
間
の
変
更

に
つ
い
て

【
初
診
の
場
合
】
月
曜
日
か
ら
土

曜
日
ま
で
の
外
来
診
療
受
付
時

間
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
８
時

30
分
～
11
時
ま
で
に
変
更
し
ま

す
。

【
再
診
の
場
合
】
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
外
来
診
療
受
付
時

間
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
８
時

～
15
時
ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

※
外
来
診
療
時
間
は
、
従
来
通

り
平
日
は
８
時
30
分
～
17
時
、

土
曜
日
は
８
時
30
分
～
12
時
30

分
ま
で
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八
女
総
合

病
院 

診
療
支
援
課
（
☎
２
３
・

４
１
３
１
）
thttp://w

w
w.

hosp-yam
e.jp/hospital/

　

八
女
市
立
図
書
館
（
本
館
）

2
階
に
併
設
す
る
両
資
料
室
は
、

次
の
と
お
り
臨
時
休
室
し
ま
す
。

▽
３
月
３
日
㈫
～
４
月
４
日
㈯

▽
４
月
14
日
㈫
～
４
月
24
日
㈮

　

閉
室
期
間
中
、図
書
館（
本
館
）

は
開
館
し
ま
す
。
貸
出
、
返
却
、

資
料
閲
覧
お
よ
び
2
階
研
修
室

は
、通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

公
立
八
女
総
合
病
院　

診
療
体
制
変
更
の
お
知
ら
せ

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

「
山
本
健
吉
33
回
忌
記
念
資
料

展
」
開
催
に
伴
う
山
本
健
吉
資

料
室
・
坂
本
繁
二
郎
資
料
室
の

臨
時
閉
室
に
つ
い
て

　就労等のため、夜間に人工透析を受
けている腎臓疾患患者に対して、令和
元年 10 月から令和 2 年３月の通院に
伴う交通費の一部（月額 2,000 円）を
助成します。
⃝対象（次の①～③すべての要件に該
当すること）
① 夜間（17 時以降）に人工透析を１
か月間に５回以上受けていること。
② 身体障害者福祉法に基づく手帳の交
付を受けている人。
③ 通院距離（自宅から医療機関までの
距離）または通院費用が次のアからウ
までのいずれかに該当すること。
ア 自家用車の場合、通院距離が片道
10㎞以上であること。
イ 公共交通機関使用の場合、１か月
2,000 円以上の運賃の負担をしたこと。
ウ タクシー使用の場合、領収書に基づ
き１か月 2,000 円以上の負担をしたと
認められること。
⃝申請期間＝令和 2 年３月 27 日㈮
※所得制限があります。
⃝申請窓口＝福祉課しょうがい者福祉
係（☎２３・１３３５）
⃝問い合わせ＝福岡県南筑後保健福祉
環境事務所 社会福祉課高齢・障がい者
福祉係（☎２２・６９７１）

令和元年度福岡県腎臓疾患患者
福祉給付金（後期分）の支給

就
業
支
援

一
　
般

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

◦日時＝３月 29 日㈰９時～
◦場所＝八女市総合体育館
◦参加費＝一般1人 200円、
　会員無料
◦対象＝ソフトバレーを始
めて間もない人、ソフトバ
レーをやってみたい人。子
どもから上限なし
◦申込受付中＝個人でも参
加可
◦問い合わせ＝サウスクラ
ブ（☎２４・１３４０）

【お詫びと訂正】
サウスクラブソフト
バレー大会（３部大会）

※ 2 月 1 日号で開催日を 3 月
15 日としていましたが、3 月
29 日の誤りでした。お詫びし
て下記のとおり正しい日時に
て再掲します。

【中止のお知らせ】
新型コロナウイルス感染症対策のため中止となりました。
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【粟島神社大祭】◦日時＝ 3/3 ㈫ 10:00 ～
15:00 ◦場所＝六所宮境内粟島神社（羽犬塚）
◦問＝市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【柳川雛祭りさげもんめぐり】
（柳川市観光案内所 ☎ 0944・74・0891）
　「柳川きもの日和」◦日時＝ 3/7 ㈯・8 ㈰
　10:00 ～ 15:00 ◦場所＝柳川市観光案内所
　「おひな様水上パレード」◦日時＝ 3/15 ㈰
　11:00 ～ 12:20 ◦出発＝沖端水天宮付近

【初代筑後国終焉四百年記念「氷
つ

輸
き

の如く」】
◦日時＝ 3/11 ㈬ 13:00 セレモニー① 14:00
昼の部公演② 18:00 夜の部公演◦料金＝大
人 1,500 円／子ども1,000 円◦会場＝柳川総
合保健福祉センター◦問＝田中吉政史談会

（☎ 0943・22・2634）

【第 38 回古賀政男記念「大川音楽祭」】
◦日時＝ 3/1 ㈰ 12:00 ～◦会場＝大川市文化
センター◦ゲスト＝中村美津子◦問＝古賀政
男記念館（☎ 0944・86・4133）

【おおかわ木の工作室】
◦日時＝ 3/14 ㈯・15 ㈰ 10:00 ～ 16:00 ◦会
場＝大川テラッツア◦問＝大川インテリア振
興センター（☎ 0944・86・4133）

【ひろかわ苺まつり】
◦日時＝ 3/7 ㈯・8 ㈰ 10:00 ～ 17:00 ◦場所・
問＝広川町産業展示会館（☎ 32・5555）

大川市

広川町

柳川市

筑後市
イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
専
修

学
校
等
に
お
い
て
修
学
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
に
対
し
て
、
技
能
習

得
資
金
の
貸
与
を
行
う
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ

せ
る
か
Ｈ
Ｐ
で
確

認
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
①
中
学
校
・
高
等
学

校
の
新
規
卒
業
者 

②
高
等
学
校

等
を
中
退
し
た
人

◦
対
象
学
校
＝
指
定
さ
れ
た
専

修
学
校
・
各
種
学
校

◦
貸
与
単
価
＝
月
額
修
学
資
金

（
専
門
５
万
３
千
円
、
そ
の
他
３

万
円
）、
入
校
支
度
金
10
万
円

◦
償
還
期
間
＝
在
学
期
間
の
3

す
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
食
器
や
鍋
な
ど
に
付
着
し
た

油
な
ど
の
ひ
ど
い
汚
れ
は
、
紙
で

ふ
い
て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
は
市

で
回
収
し
て
い
ま
す
。
本
庁
環
境

課
か
各
支
所
の
環
境
担
当
課
へ
ご

持
参
（
平
日
の
み
）
い
た
だ
く
か
、

毎
月
第
４
日
曜
日
に
大
正
町
駐

車
場
で
行
っ
て
い
る
資
源
ご
み
の

拠
点
収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
環
境
衛

生
協
議
会
（
環
境
課
）
☎
２
３
・

１
４
６
２

　

総
務
省
統
計
局
と
福
岡
県
で

は
、
毎
月
労
働
力
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
労
働
力
調
査
は
、

倍
の
期
間
以
内
（
原
則
最
長
12

年
以
内
）
※
無
利
子

◦
申
請
期
限
＝
４
月
24
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
・
企
業
誘

致
課
（
☎
２
３
・
１
１
８
９
）

　

清
潔
で
美
し
い
生
活
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各
行

政
区
内
（
八
女
地
区
の
み
）
の
河

川
清
掃
（
散
乱
ご
み
の
回
収
を

含
む
）が
３
月
中
に
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

河
川
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
次

の
対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
生
ご

み
処
理
器
等
で
堆
肥
化
す
る
か
、

十
分
水
切
り
を
行
っ
た
上
で
、
燃
や

福
岡
県
若
年
者
専
修
学
校
等

技
能
習
得
資
金
貸
与
事
業

３
月
は「
河
川
清
掃
運
動
月
間
」

労
働
力
調
査
に
ご
理
解
を

火災出火件数  2件 （2件）
救急出動件数 257件 （257件）
救急搬送人数 249人 （249人）

人身事故発生件数 19件 （19件）
傷　　者 22人 （22人）
死　　者 0人 (0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 62,766 (-44）
男 29,660  (-9)
女 33,106  (-35)

世帯数 24,965  (+20)
　※（　）内は前月比

出生 42 人 死亡 91 人
転入 165 人 転出 160 人

▼ 1 月の交通事故の状況

▼ 1 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（1月31日現在）

▼ 1 月の異動

納期限・口座振替日は3月31日㈫
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（9 期）
◦後期高齢者医療保険料（9 期）
◦住宅使用料（3 月）
◦保育料（3 月）

3月に
納める
もの

我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や
都
道

府
県
の
雇
用
・
失
業
対
策
の
た
め

に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
は
、
無

作
為
に
ど
な
た
に
も
選
定
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
統
計
調

査
員
が
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
員

の
説
明
を
お
聞
き
の
う
え
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
総
務
省
統
計
局
・
福
岡
県
】

警
察
は
公
共
の
場
所
で
、
特
攻

服
等
を
着
用
し
て
迷
惑
行
為
を

行
う
少
年
の
補
導
を
し
ま
す
。

　

近
年
、
中
学
校
卒
業
式
当

日
に
、
少
年
が
、
特
攻
服
や

刺
繍
ラ
ン
を
着
用
し
た
り
、

所
持
し
た
り
し
て
非
行
集
団

等
の
威
力
を
示
し
な
が
ら
駅
、

公
園
等
の
公
共
の
場
所
に
居

座
り
、
は
い
か
い
し
た
り
、
た

む
ろ
し
た
り
し
て
、
同
所
を

利
用
す
る
人
の
迷
惑
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
迷
惑
行

為
は
補
導
の
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
こ
の
よ
う
な
迷
惑
行
為
を

見
か
け
た
際
は
、
１
１
０
番

ま
た
は
、
八
女
警
察
署
（
☎

２
２
・
５
１
１
０
）
へ
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。
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予約

無料法律相談
◦ 3 月19 日㈭ 、4 月 2 日㈭／ 相
　談 13:00 ～ 16:00 ／場所・法務
　局八女支局（収入等一定額以下
　等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 3 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／社
　会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦3 月19日㈭13:30 ～16:00 ／ふじ　
　の里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 3 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 3 月19 日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／八
　女商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦3月23日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦3月6日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦3月5日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦3月18日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦3月2日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦3月10日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦3月19日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦3月13日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦3月4日㈬、18日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦3月18日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦3月11日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦3月25日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
日本政策金融公庫相談会
◦3月6日㈮13:00 ～ 15:00

　／八女商工会議所 
定例税務相談会
◦3月9日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦3月18日㈬13:30 ～ 16:30 ／八女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦3月17日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦3月13日㈮・17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦3月17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦3月12日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦3月26日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）※予約☎0944・
72・2176

弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦3月17日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00 ～ 17:00 ／
　☎092・513・7337
福岡県あすばる相談ホットライン
◦ 平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

【上妻地区】
◦日時＝3月27日㈮ 10:00 ～ 12:30、 
13:30 ～ 15:00◦場所＝総合体育館

【三河地区】
◦日時= ３月30日㈪10時～ 12時
◦場所=三河小学校 

【長峰地区】
◦日時= ３月30日㈪14時～ 16時
◦場所=マンガ倉庫八女店



野上 潤
じゅん

ちゃん

Ｈ31年3月18日生（本）

1歳おめでとう！これか
らも元気にすくすく大
きくなってね！

お誕生日おめでとう！
これからも可愛い笑顔
をいっぱいみせてね♡

いっぱい食べて大きく
育ってね♡大好きだよ
♡

♡祝1歳♡これからも、
お姉ちゃんと仲良く元
気に育ってね～♡

荻野 大
や ま と

和ちゃん楠 日
ひゅうが

向ちゃん

井手口 ゆり花
か

ちゃん

Ｈ31年3月13日生（吉田）Ｈ31年3月6日生（稲富）

Ｈ31年3月17日生（室岡）
秋山 櫂

かい

凛
り

ちゃん

Ｈ31年3月17日生（蒲原）

原 奏
そう

士
し

朗
ろう

ちゃん 堤 結
ゆ

愛
あ

ちゃん

Ｈ31年3月23日生（蒲原） Ｈ31年3月26日生（蒲原）

生まれてきてくれてあ
りがとう♡パパもママ
も大和が大好きだよ♡

1歳おめでとう！いっ
ぱい笑って明るく元気
に育ってね。

☆祝1歳☆おめでとう。
元気で優しい子に育っ
てね！

ハッピーバースデー♡い
つも可愛い笑顔に癒やさ
れてるよ♡ありがとう♡

あいらたん1歳おめで
とう♡元気に大きくなっ
てね♡だーいすき♡

祝1歳。笑顔溢れるれ
る人生でありますよう
に。大知君と仲良くね♡

1歳お誕生日おめでと
う！これからもすくす
く育ってね！

祝1歳♡はるちゃんが
いてくれて毎日とても
楽しいよ。ありがとう♡

はっくん1歳おめでと
う！これからもいっぱい
食べて大きくなってね♡

1歳おめでとう！お兄
ちゃんと仲良く元気に
育ってね！

笑顔にいつも癒やされ
てるよ♡これからも、
紗羽らしく成長してね！

のびのび、すくすく育っ
てね！！笑顔が可愛いまぁ
ちゃん♡大好きだよ！！

弦ちゃん 祝 1歳♡おめ
でとう！毎日とびっき
りの笑顔をありがとう。

お誕生日おめでとう☆
お兄ちゃん達と元気に
仲良く育ってね♡

平島 羽
は

琉
る

樹
き

ちゃん

中村 覇
は

孔
く

ちゃん 塩塚 広
ひろ

翔
と

ちゃん

郷田 紗
さ

羽
わ

ちゃん諸富 瞬
まどか

ちゃん近見 弦
げん

ちゃん 中尾 海
かい　と

斗ちゃん

津城 吏
り

莉
り

来
な

ちゃん

中村 愛
あ い ら

桜ちゃん松鵜 大
そ ら

空ちゃん橋爪 希
き

晴
はる

ちゃん

Ｈ31年3月13日生（蒲原）

Ｈ31年3月26日生（本村） Ｈ31年3月28日生（龍ヶ原）

Ｈ31年3月13日生（柳島）Ｈ31年3月11日生（井延）Ｈ31年3月4日生（本村） Ｈ31年3月13日生（宅間田）

Ｈ31年3月20日生（本村）

Ｈ31年3月18日生（龍ヶ原）Ｈ31年3月15日生（津江）Ｈ31年3月14日生（吉田）

おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真
を募集しています（た
だし、市内に住民登録
があるか実際に住んで
いる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単
なコメント（30字以内）・
電話番号を添えて、誕
生日前月の7日までに直
接お持ちいただくか、
郵送でお申し込みくださ
い。応募多数の場合は
先着順となります。◦申
し込み＝企画政策課秘
書広報係（☎23・1110）

いつもニコニコ京介♡
お姉ちゃん達と元気に
すくすく育ってね！

仁田原 京
きょう

介
すけ

ちゃん

Ｈ31年3月29日生（祈祷院）

1歳おめでとう♡みんなを
笑顔にしてくれる颯ちゃん
♡元気にすくすく育ってね

小野 颯
そう

太
た

ちゃん

Ｈ31年3月14日生（黒木町）

▽
２
月
１
日
の
八
女
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
に
は
、
市
内
外

か
ら
多
く
の
皆
さ
ま
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
盛
会
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
10
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
感

慨
深
く
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
八
女
市
を
支
え
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
方
に
改
め
て
感
謝
の
思
い
で
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
▽
さ
て
、
Ｋ
Ｂ
Ｃ
が
県
内
60
市
町
村
を
１

週
間
ず
つ
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
紹
介
す
る
「
ふ
る
さ
と
Ｗウ
イ
ッ
シ
ュ

ｉｓ
ｈ
」

で
、
２
月
10
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
八
女
市
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
も
多
く
登
場
さ
れ
、
私
も
２
月
13

日
に
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
ま
し
た
。
ギ
タ
ー
侍
で
お
馴
染
み
の

波
田
陽
区
さ
ん
が
市
長
室
を
訪
問
し
八
女
の
魅
力
な
ど
を
質
問

さ
れ
た
の
で
す
が
、
八
女
市
に
は
文
化
や
伝
統
・
歴
史
、
特
産

品
な
ど
た
く
さ
ん
の
恵
み
が
あ
り
過
ぎ
て
、
答
え
る
の
に
困
っ
た

ほ
ど
で
す
。農
産
物
で
も
日
本
一の
八
女
伝
統
本
玉
露
を
は
じ
め
、

博
多
あ
ま
お
う
、
キ
ウ
イ
や
タ
ケ
ノ
コ
、
ブ
ド
ウ
、
菊
な
ど
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
八
女
福
島
仏
壇
・
八
女
提
灯
・
八
女
手
す
き

和
紙
・
八
女
石
灯
ろ
う
な
ど
の
伝
統
工
芸
も
盛
ん
で
す
。
福
岡

県
の
最
高
峰
釈
迦
岳
や
矢
部
川
な
ど
豊
か
な
自
然
に
も
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
あ
ま
り
の
多
さ
に
、
波
田
さ
ん
も
驚
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
合
併
10
周
年

を
機
に
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
が
持
つ
こ
れ
ら

の
恵
み
を
市
民
全
体

の
宝
と
し
、
さ
ら
に

八
女
市
と
し
て
一
体

感
を
醸
成
で
き
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

さらに八女市と
して一体感を

市長コラム64

市長のいすに座った波田陽区さんと

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市企画政策課秘書広報係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

広報
2020 [ 令和２年] 3月1日号 No.1180

▼
カ
メ
ラ
を
扱
う
よ
う
に
な
っ

た
影
響
か
、
毎
年
見
て
い
る
は

ず
の
梅
や
竹
灯
籠
を
、
よ
り
美

し
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
開
催
中
の
「
雛
の
里
八
女
ぼ

ん
ぼ
り
ま
つ
り
」
で
は
、様
々
な

催
し
が
行
わ
れ
、賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
町
並
み
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、

春
の
訪
れ
も
感
じ
ら
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。（
Y
・
Y
）

▼
合
併
し
て
10
年
。
取
材
で
伺

う
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、多
く
の

皆
さ
ま
に
親
切
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。心
も
面
積
も
広
い
八

女
市
が
大
好
き
で
す
。（
Ｋ・Ｓ
）
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